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生体内卵子吸引技術（OPU）によるホルスタイン種未経産牛からの胚生産 

［要約］ ホルスタイン種未経産牛に対する OPU の実施方法と実施後の繁殖成績への影

響を検討した。供試牛をホルモン剤の投与による前処理なし群と前処理あり群に区分し

て８ヶ月齢から 13 ヶ月齢まで OPU を実施したところ、両群ともに８ヶ月齢の供試牛で

胚盤胞の生産が認められ、13 ヶ月齢まで反復して OPU が可能であった。また、OPU 後の

繁殖成績への影響は認められなかった。 
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［背景・ねらい］ 

 OPU を利用した後継牛生産の現地実証を県内酪農家で実施しているが、ゲノミック評価

の普及により未経産牛を活用した牛群改良への期待が高まっている。そこで、ホルスタイ

ン種の未経産牛における OPUの実施方法と OPU実施後の繁殖成績への影響を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 所内で飼養する８ヶ月齢から 13 ヶ月齢のホルスタイン種未経産牛を供試し、個体毎に

前処理あり群（延べ 28 頭）と前処理なし群（延べ 38 頭）に振り分けた。 

2 前処理あり群は卵胞発育波の調整のための前処理を行って OPU を実施し、前処理なし群

は前処理を行わずに OPU を実施した（図１）。 

3 前処理あり群では、前処理なし群に比べて OPU 実施日の中卵胞数が増加したが、胚生産

成績には大きな差は認められず、両群ともに８ヶ月齢の供試牛で胚盤胞の生産が認めら

れ、13 ヶ月齢まで反復して OPU が可能であった（表１、表２）。 

4  前処理あり群と前処理なし群で 13 ヶ月齢まで OPU を実施した供試牛の初回授精月齢

や受胎月齢は同様であり、前処理の有無及び OPU による繁殖成績への影響は認められな

い。（表２）。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

1 供試牛には初回発情確認前のものも含まれている。 

2 OPU 後の繁殖成績には人工授精によるものと胚移植によるものが含まれている。 

  



 

［具体的データ］ 
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表１　月齢別採卵成績

大 中 小 合計 大 中 小 合計

8 5 0.2 1.8 10.0 12.0 6.0 6 0.7 3.7 14.5 18.8 6.8

9 5 0.8 1.8 9.9 12.5 6.6 5 1.2 4.2 9.4 14.8 5.0

10 5 0.8 2.6 12.6 16.0 7.8 7 1.2 2.8 11.2 15.2 2.4

11 5 1.0 2.0 11.2 14.2 4.0 7 0.6 4.1 10.3 15.0 5.0

12 4 0.8 2.3 9.5 12.5 3.3 7 0.7 5.0 8.3 14.0 5.9

13 4 1.0 0.8 10.3 12.0 3.3 6 1.3 4.3 6.8 12.5 3.7

合計 28 0.8 1.9 10.6 13.3 5.3 38 0.9 4.1 10.0 15.0 5.0
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表２　月齢別胚生産成績

8 5 3.8 25.0 20.0 0.8 5 4.4 61.4 17.7 1.0

9 4 3.5 13.3 30.0 0.5 3 3.3 0.0 0.0 0.0

10 3 7.0 26.2 13.3 1.3 3 2.7 33.3 22.2 0.7

11 3 2.7 27.8 22.2 0.7 6 3.3 54.6 47.2 1.3

12 2 4.5 35.0 22.5 1.0 6 5.2 29.5 33.1 1.3

13 3 1.7 33.3 16.7 0.3 3 3.3 77.8 44.4 2.0

合計 20 3.8 25.5 21.1 0.8 26 3.9 44.1 29.6 1.1
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表３　OPU後の繁殖成績

供試頭数

前処理なし群 5 39.2 ±29.7 14.2 ± 0.7 1.6 ± 0.9 16.1 ±2.6

前処理あり群 5 31.0 ±23.5 15.1 ± 0.9 1.8 ± 1.3 15.9 ±1.8

平均±標準偏差

授精回数 受胎月齢発情回帰日数 初回授精月齢

0日 4日 6日

CIDR挿入 FSH 10AU/10mL CIDR除去 CIDR:腟内留置型黄体ホルモン製剤

EB 2mg OPU EB：安息香酸エストラジオール製剤

FSH：卵胞刺激ホルモン製剤

図１　前処理のスケジュール


